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谷田町は、明暦４年（1658）に刈

谷の住民がこの地区の新田開発許可

を得て開墾したことが始まりで、延

宝６年(1678)に永崎村（現 西中

谷田町のおこり

八ツ田町は、文明２年（1470）に

牛田の住民が開墾して田を作ったと

きに、逢妻川の南岸に八つの田がで

きたので、八ツ田という地名になっ

たということです。寛永12年
（1635）に永崎村（現・西中町）

から分村として独立しました。

八ツ田町のおこり

大正２年（1913）に陸軍特別大演習が愛

知県下で行われた際に天皇がご観戦され

た場所として石碑が立っており、今も谷

田町で維持管理をしています。平成23年
（2011）には、住民有志の手によって

「桜の里」として整備されました。

桜の季節はもちろんのこと、周囲の花壇

延宝６年(1678)に建立された神社です。

境内には、郷倉とから池の弁天さんを祀

る市杵島神社(いちきしまじんじゃ）も

移築されています。郷倉とは穀物の貯蔵

倉庫で、天明の大飢饉を契機に、幕府の

命によって全国の各村に設置が義務付け

られたものです。
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町）から分村として独立し、刈谷新

田を略して谷田という地名になった

ということです。

なお、明治用水開削以前には、灌漑

用水の水源となっていたから池が、

村の北部にありました。日照りが続

くと池の中島に祀られていた弁天さ

んに雨乞いをしたそうです。
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新林町は、もとは西中町に属してい

ましたが、昭和45年（1970）の市

制施行により、新林町となりました。

もとは林でしたが、明治維新後、福

島藩の移封（いふう）によって多く

の藩士が移り住み農業をはじめたこ

とで 開拓されてい たということ

延宝６年(1678)に建立された神社です。

境内には、郷倉とから池の弁天さんを祀

る市杵島神社(いちきしまじんじゃ）も

移築されています。郷倉とは穀物の貯蔵

倉庫で、天明の大飢饉を契機に、幕府の

命によって全国の各村に設置が義務付け

られたものです。

新林町のおこり

②谷田神明社

フウノキやトチノキが生い茂る広々とした公園の一角

に、「茶園の由来」碑があります。明治２年(1869)、
この地に移封（いふう）された福島藩士の内藤魯一は

茶の栽培に力を入れ、一帯を茶園として開拓していき

ました。しかしその成果は思わしくなく、明治13年
（1880）の明治用水開削後水田に変換されました。

そこで、以前この地が茶園であった名残を残すものと

してお茶の木が移植され、記念碑が立てられています。
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目を楽しま
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宝永元年（1704）に開山した真宗大谷派のお寺で、

ご本尊は阿弥陀如来です。境内にはイチョウ、クロ

ガネモチの大樹があり、大切に守られています。
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